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第5回日中看護学会

テーマ:看護研究と最新の動向

日本側代表者 日本看護協会会長見藤隆子

中国側主催代表者中華護理学会理事長曽照媛

【学会概要】

期日:1998年9月11日-12日
会場:中園、杭州「西子賓館」

主催:中華護理学会・理事長曽照媛

共催:日本看護協会・会長見藤隆子

参加者: 日本/82名、中国/96名
演題数: 日本/30題、中国/26題

学会報告

日本看護協会国際部係長小山なを美

特別講演: 日本/井部俊子第二副会長「日本の臨床看護実践を方向づけた方法論J

中国/張亜卓(北方医院)r競争者の健康リスクの分析と対策」
全体会: 日本/岡谷恵子常任理事「日本における専門看護婦の機能とその評価についての研究j

中国/菱東蘭(北京中医医院，)r八綱診断法と自然療法の中国伝統医学の看護における応用」
プログラム:別添のとおり

会場は西湖の辺、毛沢東の別荘として使われていたもので、格調高く、趣があり、参加者には好評

であった。 1分科会場については、構造上の問題があり、スライドが見えにくかったのが唯一の難点で

ある。

日本の特別講演は、これまでに日本が影響を受けた看護理論、方法論を簡潔に紹介した上で、それ

らの導入についてはクリテイカルな視点をもつことが重要であると述べ、海外との交流が増え、様々

な理論、技術が導入されつつある中国への示唆となった。

これに対し、中国の特別講演は西洋医学的手法、全体会は中国独自の医学に基づく発表であり、中

国の看護観の変化と、独自の看護手法の展開が伺えた。

中国からの一般発表では、今夏の大洪水により、 7名が参加できず、被害の全土的な規模が実感され

た。このため、参加者からの発案で寄付を集め、本会からの見舞金とあわせ、約12万円をお贈りした。

今回の学会には、青年海外協力隊員として中国に滞在する日本の看護職 5名も参加し、また、現地
で中国語を勉強した看護学生が、急逮通訳の一人として参加するなど、草の根レベノレでの交流の広が

りも実感できた。

会を重ねるごとに内容が充実し、交流の深まりを実感している。中国の看護観に患者にどのように

寄り添うか、の視点が出てきたのも今回の大きな収穫である。

来年は中華護理学会が創立 90周年を迎え、祝賀会を予定している。これに併せ、来秋、北京で第 6

回日中看護学会の開催が決定された。本会の会員には、より臨床に結びついた発表を奨励したいと考

えている。



機綴議議議委譲

8:30 開会式(司会:王春生、岡谷恵子)

挨拶:曽照媛(理事長)

見藤隆子(会長)

来賓講演:林菊英(名誉理事長)

止00 特別講演(座長:王春生、見藤隆子)

「競争者の健康リスクの分析と対策J 張 E卓(北方医院)
「日本の臨床看護実践を方向づけた方法論J井部俊子(第二副会長)

10:30-10:40 休憩

10:40 全体会

「八綱診断法と自然療法の中国伝統医学の看護における応用J菱東蘭(北京中医医院)

「日本における専門看護婦の機能とその評価についての研究J岡谷恵子(常任理事)

12:00-13:30 昼食

治調会議院(座長:劉淑媛、井部俊子) 後務会議事1(劉書琴、岡谷恵子)
13:30 胡秀華「看護管理における病棟運営会議 鈴木美恵子「在宅高齢者と家族看護の状況ー

についての検討J 北海道帯広市と北京宣武区の比較J

大島敏子「職場診断チェック?ストの開発とこれ 彰碧芳「地域衛生サービスの効率的運用の

を用いた総合診断の方法J 探究検討J
鄭小霞「患者への健康教育の言明面につい 六角遼子「高齢者観の日中比較ー老人看護の

てJ 基礎的課題に関連して」
大宮孝子「過去8年間における服SA感染 程其梅「地域での脳卒中早期回復看護」

症の現状と今後の課題JJ
王金持「口腔科患者が自己申告する全身 岸英子「看護学生の職業意識の日中比較J

疾患擢患情況の信頼性について

の研究J
15:0ト 15:20併帯、

15:20 見玉尚子「血液透析を受けている人の日常 嬬 珪 「普通外科患者における術後の痔痛
生活についての調査J 反応と焦慮気分との関連性の研究j

向 晶 「持続性血液透析患者の家族に対 森山比路美 f7.9t7. ~サッ7"による新人トスの
する心理健康状況調査分析」 育成J

米田純子「上部消化管内視鏡検査における 李保蘭「患者中心の看護についての検討ー

感情情報提示の効果」 勤勉及び情感の重要さJ

挑良英「内視鏡による胆嚢切除術後の併 揮村まさ子「これからの院内教育ー私達の国

発症の観察及ひ宥護」 立病院での取り組みJ

上沌博子「婦人科領域で看護に求められる 郭風仙「当院在職看護婦の継続看護学科教

イン7オームドコンセント一手術を受けた 育と実施管理J

患者の調査からJ

16:35 

[18:0_Qー懇親会(司会:王春生)
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治科姿議長(座長:劉淑媛、富田幾枝) 治蒋会頭(座長:劉書琴、鈴木美恵子)
8:30 銭恵珠 fCAPD患者地域看護の効果の分析 高梅嫡 f1l9例の高濃度小.9ン塩水の静脈

及び体験会得したことJ 内保留置入による双腔管抗凝固作
播材綿子「日本の訪問看護の現状J 用の臨床実験」

石原紀美子 f7797イ立分娩の導入J
皮紅英「急性心筋梗塞の静脈血栓溶解治 洪雅蓉「尺海、内関つぽへの注射による肺

療の入院前処置及び看護J 結核大曙血の治療J
石井八重子「日本の訪問看護ストションの実態 後藤幸子「授乳室環境の設計計画についての

と課題J 人間工学的基礎研究ー授乳時におけ
青 華 「臨床看護においていかに患者と る祷婦の空間配置と心理的関係性J

意思疎通の機会を掴むかJ 李 洪 f146例のE型糠尿病の臨床分析及
山城久典「保健所デイク7の機能と役割に関 び看護研究J

する一考察J 太田にわ「乳幼児の母親の育児ストレスに関する

研究J
10:00-10:20 休憩
10 :20 輸海燕「思春期の機能失調による子宮出 皮海珍「漢方うがい薬を用いた急性白血病

血に対するホルモン代替の人工 口腔感染治療効果の観察~~n*"， I 
周期治療の心理調査と分析J 大井伸子「両親学綾への取り組みと参加者の

松尾和枝「生活習慣病予防のための地域看 実態j

護の課題一小学生の健康状態と 現志華「意識覚醒患者に対する呼吸器によ|
日常生活習慣の関連性J る治療時の心理看護J

黒連芝「漢方医学における看護技術の発 白井雅美「父性性に関する研究一日本男性の
展および臨床応用J 性役割観の特徴と父子関係及び父

関島英子「地域診療所の育児相談に見る母 親像との関連J
子の健康上のニーズ」 馬 渡「双顎奇形を正紛ト科で矯正治療し

張慧敏「インドシ7~r9-ン眼底血管造影に た患者の臨床総体看護の実施につ
伴う看護から体得したことJ いてJ

12:00-13:00 昼食
緑樹議!議議(座長:劉淑媛、松村幸子) ~斜会:鶴(劉j書琴、宮地緑)

13:00 肖柳紅「高齢者の生活習慣が健康に及ぼ 下坂真知子「看護過程を導入した臨床実習
す影響一地域訪問サービスに関す の検討ー中国における日中看護
る対策の検討J 教師共同による試みj

結城美智子「世帯構成および年齢区分によ 王仙圏「上級看護学生卒業論文の口答審
る高齢者の知的能力と生活活動 査の試み」

状況一一農村地域における老人 山本よしゑ「老人福制強設及び訪問看護スト

クラブ参加者を対象としてJ ションにおける実習の効果一学生の

汗区俊華「老年心血管内科における心電遠 課題学習からの学びを分析してJ
隔測定の応用」 馬志華「看護個別分析案における PBL教

小山幸代 fJrループホームに入居した痴呆性高 学法の応用と実践J
齢者に見られた変化一入居直後か 鈴木けい子「看護学生が抱くイトマイメーγと学
ら6ヶ月までJ 習による変化j

趨禾欣「機械的換気治療後のCOPD患の呼 戴風君「高位脊髄損傷患者の尿流動態検
吸機能と体力機能回復訓練につ 査時に起こる血圧変化の観察と

いての研究J 看護J
羽原美奈子「障害を持つ人の健康感と社会 内野幸子「看護学生の健康意識と健康習慣」

的支援の関連J
李愛玲「患者を中心とする腰椎間板溶核 子志紅「第3度得創の治療に対する『活

術に関する看護J 血破あ膜』の効果の検討J
山口曜子「生活習慣病予防の為の産業看護の実

際-1町‘患者の生活指導をとおしてJ
審春暖「脳卒中方麻庫患者の早期1ハピ?テー

ション看護についてJ
15:15ー15:45 休憩
15:45-16:30 閉会式(司会:曽照媛、見藤隆子)
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